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トレーラの点検整備方式 
日本自動車車体工業会トレーラ部会ではこの度、2013 年度版トレーラの点検整備方式を設定し、2013

年 7 月 1日以降、新規に型式取得する新型自動車及び新規に登録する試作車に適用します。 

なお、2013 年 7 月以前に型式を取得した新型自動車に対しては、既存の点検整備方式（2007 年度版と

いう）を適用します。 

トレーラの安全な運行を確保するためにも、トレーラ部会の規定する点検整備方式による点検整備を

お願いします。 

 

■ 2013 年度版トレーラの点検整備方式の主な特徴 

１．2013 年度版の主な特徴は次のとおりです。 

 (1)初度登録から 10 年が経過したトレーラは 10 年目以降、次の点検を実施します。 

   ①車軸のスピンドル部外径及びハブの摩耗量の計測 

    ・「長期使用過程車の劣化及び損傷」についての点検整備項目 

 
       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ◇△印：シビアコンディション項目に該当する使用開始から 5 年以上経過した被牽引自動車の

場合に点検する項目 

□印：使用開始から 10 年以上経過した被牽引自動車の場合に点検する項目 

②車枠及び車体の錆や腐食状態をチェック 
  別途、定めるトレーラ部会の点検リストにより行う。 

安全を確保するため、点検は、トレーラメーカーが指定する整備工場等で実施することをお

勧めします。 
(2)定期交換部品として、次のものを新たに設定しました。 
 ①制動装置における、オートマチック・スラック・アジャスタは 3 年（ただし、シビアコンディ

ション車）、ABS モジュレータは 5年で交換など 

 ②ゴム製部品を使用した非分解部品のバルブ類を定期交換部品に設定  
       

２．分解整備記録簿の使用区分は次のようになります。 

  それぞれの点検整備方式に定められた定期点検内容に基づく、「分解整備記録簿」を使用します。 
 (1)2013 年度版「分解整備記録簿」：黒色の用紙 

 (2)2007 年度版「分解整備記録簿」：青色の用紙 

 

３．2013 年度版の点検整備方式に基づく点検整備の詳細を記載した手引き書を新たに発行しました。 

   2013 年度版の「トレーラ定期点検整備の手引き」はインターネット（Web）上でのみの公開となり

ます。なお、2007 年度版は冊子での販売をしています。 

 

                      －１－ 

点 検 項 目 点検時期 

点検箇所 点検内容 3 月ごと 12 月ごと 

アクスル 
スピンドルの亀裂及び損傷 ―  △ 

スピンドルの摩耗 ―  ◇△又は□ 

ホイール 

ホイール・ナット及びホイー

ル・ボルトの損傷 
△  

（ＧＶＷ≧8トン）
 ― 

ハブの亀裂、損傷及び変形 ―  △ 

ハブの摩耗 ―  ◇△又は□ 

車枠及び車体 錆腐食状態 ―  □ 
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様式2（被牽引自動車用）　

●及び★：法定項目

　　日常点検の★印：走行距離、運行時の状態等から判断した適切な時期に行うことで足りる項目を示す。

　　定期点検の★印：自動車検査証の交付を受けた日又は当該点検を行った日以降の走行距離が3月当たり2千

　　　　　　　　　　ｷﾛﾒｰﾄﾙ以下の自動車については、前回の当該点検を行うべきこととされる時期に当該点

　　　　　　　　　　検を行わなかった場合を除き、行わないことができる項目を示す。

○、◇：ﾒｰｶｰ指定項目

　　＊○印：備考欄に記載した適切な時期に行う項目を示す。

　　　◇印：ｼﾋﾞｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ項目で下表のいずれかに該当する場合に点検すべき項目を示す。

走行距離の30％以上が次の条件に該当する場合

・運転者が体に衝撃(突き上げ感)を感じる荒れた路面

・車体が左右に振られる荒れた路面

走行距離が多い ・走行距離が多い場合(目安) 10，000km以上/月

走行距離の30％以上が次の条件に該当する場合

・登り降りが多く、ﾌﾞﾚｰｷの使用回数が多い場合

・車体が左右に振られることが多い場合

牽引自動車の駐車ﾌﾞﾚｰｷの
多用

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾍﾟﾀﾞﾙ ﾌﾞﾚｰｷの効き具合 ● ● ● ① ① ① 連結状態

引きしろ ● ◇ ● ● ① ① ①

ﾌﾞﾚｰｷの効き具合 ○ ● ● ① ① ①

ねじ部の摩耗及び損傷 ○ ○ ① ① ①
ﾊﾝﾄﾞﾙ式駐車ﾌﾞﾚｰｷ
車のみ

駐車ﾌﾞﾚｰｷ･ﾊﾞﾙﾌﾞの排気口
からの排気音の状態

○ ○ ○ ① ① ①
ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ式駐車ﾌﾞﾚｰｷ
車のみ

ﾎｰｽ及びﾊﾟｲﾌﾟ 漏れ、損傷及び取付状態 ○ ◇ ● ● ① ① ① 連結状態

ﾃﾞｨｽｸ･ｷｬﾘﾊﾟ 機能、摩耗及び損傷 ○ ② ② ② ﾃﾞｨｽｸ･ﾌﾞﾚｰｷ車のみ

ﾛｯﾄﾞのｽﾄﾛｰｸ ◇ ● ● ① ① ①

機能 ○ ◇ ● ① ① ①

機能 ○ ○ ● ① ① ① 連結状態

○ ○ ① ① ①

＊○ ① ① ① ＊冬期前

(牽引自動車の)
空気圧力計

空気圧力の上り具合 ● ① ① ①

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾊﾞﾙﾌﾞ
(ﾘﾚｰ･ｴﾏｰｼﾞｪﾝｼ･ﾊﾞﾙﾌﾞ)

ﾘﾚｰ･ｴﾏｰｼﾞｪﾝｼ･ﾊﾞﾙﾌﾞ
からの排気音の状態

● ① ① ① 連結状態

ﾌﾞﾚｰｷ･ｶﾑ 摩耗 ◇ ● ① ① ①

ﾌﾞﾚｰｷ･ｶﾑ･ｼｬﾌﾄ 摩耗及び損傷 ◇ ○ ① ① ①

ﾄﾞﾗﾑとﾗｲﾆﾝｸﾞとのすき間 ◇ ● ● ① ① ①

ｼｭｰの摺動部分
及びﾗｲﾆﾝｸﾞの摩耗

◇ ★ ★ ① ① ① ﾄﾞﾗﾑ･ﾌﾞﾚｰｷ車のみ

ﾄﾞﾗﾑの摩耗及び損傷 ◇ ● ① ① ①

ﾊﾞｯｸ･ﾌﾟﾚｰﾄ ﾊﾞｯｸ･ﾌﾟﾚｰﾄの状態 ● ① ① ①

注）1．①：取扱説明書　②：ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾉｰﾄ（整備要領書）を示す。

注）2．―：既届出済点検整備方式に対する変更箇所を示す。

連結状態

周知方法

点
検
の
実
施
方
法

整
備
の
実
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方
法

判
定
基
準

点　検　箇　所

点検時期

制
 
 
 
 
 
動
 
 
 
 
 
装
 
 
 
 
 
置

駐車ﾌﾞﾚｰｷ機構

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾄﾞﾗﾑ
及びﾌﾞﾚｰｷ･ｼｭｰ

ﾘﾚｰ･ｴﾏｰｼﾞｪﾝｼ・ﾊﾞﾙﾌﾞ

点　検　内　容

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾁｬﾝﾊﾞ

ﾘﾚｰ･ﾋﾟｽﾄﾝ部の凝水

悪路(凹凸路、砂利道、
雪道、未舗装路等)

渋滞、荷役待ち等で駐停車の回数が多く、牽引自動車
の駐車ﾌﾞﾚｰｷを多用（20回/日前後）する場合

被牽引自動車

備　　考1
月
ご
と

1
2
月
ご
と

点　　検　　項　　目

3
月
ご
と

山道、登り降りの頻繁な走行

日
常
点
検
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様式2（被牽引自動車用）　

ﾃﾞｨｽｸとﾊﾟｯﾄﾞとのすき間 ◇ ★ ★ ② ② ②

ﾊﾟｯﾄﾞの摩耗 ◇ ★ ★ ② ② ②

ﾃﾞｨｽｸの摩耗及び損傷 ◇ ● ② ② ②

分離ﾌﾞﾚｰｷ ｴﾏｰｼﾞｪﾝｼ･ﾌﾞﾚｰｷの作動確認 ○ ① ① ① 連結状態

取付状態 ○ ○ ① ① ①

機能 ○ ○ ① ① ①

ﾄﾞﾚﾝ･ｺｯｸ 漏れ ○ ① ① ①

ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ｽﾗｯｸ･ｱｼﾞｬｽﾀ 機能 ◇ ○ ○ ① ① ① 自動調整式車のみ

警告灯の作動確認 ○ ○ ① ① ①

部品の機能確認 ○ ① ① ①

車輪速ｾﾝｻの作動確認 ○ ① ① ①

電気配線接続部の緩み
及び損傷

○ ○ ① ① ①

ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ﾊﾞﾙﾌﾞ(ﾓｼﾞｭﾚｰﾀ)の
作動確認

○ ① ① ①

ｱｸｽﾙ 亀裂、損傷及び変形 ○ ○ ① ① ①

空気圧 ● ① ① ①

亀裂及び損傷 ● ① ① ①

異状な摩耗 ● ① ① ①

溝の深さ ★ ① ① ①

ﾃﾞｨｽｸ･ﾎｲｰﾙの取付状態 ● ① ① ①
車両総重量8ﾄﾝ以上の
被牽引自動車のみ

ﾀｲﾔの状態 ★ ★ ① ① ①

ﾎｲｰﾙ･ﾅｯﾄ
及びﾎｲｰﾙ･ﾎﾞﾙﾄの緩み

◇ ◇ ● ● ① ① ①

ﾎｲｰﾙ･ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞのがた ◇ ● ① ① ①

ﾊﾌﾞ･ｷｬｯﾌﾟの取付状態 ○ ○ ① ① ①

車軸のｱﾗｲﾒﾝﾄ ○ ① ① ①

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞの損傷 ◇ ● ● ① ① ①

○ ● ① ① ① ﾘｰﾌ･ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ車のみ

＊○ ① ① ① ＊納入後及び交換後1月

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ摺動面の摩耗 ○ ① ① ①

注）1．①：取扱説明書　②：ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾉｰﾄ（整備要領書）を示す。

注）2．―：既届出済点検整備方式に対する変更箇所を示す。

点　検　箇　所

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾃﾞｨｽｸ及びﾊﾟｯﾄﾞ

①

ﾛｰﾄﾞ･ｾﾝｼﾝｸﾞ･ﾊﾞﾙﾌﾞ

○◇

点　検　内　容

●

①

点　　検　　項　　目

①①

ﾃﾞｨｽｸ･ﾌﾞﾚｰｷ車のみ

①

連結状態
ABS付車のみ

①

3
月
ご
と

ABS装置

車両総重量8ﾄﾝ以上の
被牽引自動車のみ

備　　考

整
備
の
実
施
方
法

連結状態
取付車のみ

周知方法

判
定
基
準

点
検
の
実
施
方
法

点検時期

◇
ﾎｲｰﾙ･ﾅｯﾄ
及びﾎｲｰﾙ･ﾎﾞﾙﾄの損傷

制
　
　
　
動
　
　
　
装
　
　
　
置

日
常
点
検

●

被牽引自動車

1
2
月
ご
と

1
月
ご
と

ﾘﾑ、ｻｲﾄﾞ･ﾘﾝｸﾞ
及びﾃﾞｨｽｸ･ﾎｲｰﾙの損傷

ﾀｲﾔ

ﾎｲｰﾙ

取付部及び連結部の緩み、
がた及び損傷

走
　
　
　
　
　
行
　
　
　
　
　
装
　
　
　
　
　
置

緩
衝
装
置

ﾘｰﾌ･ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ
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様式2（被牽引自動車用）　

ｴｱ漏れ ◇ ● ● ① ① ①

ﾍﾞﾛｰｽﾞの損傷 ◇ ★ ★ ① ① ①

ﾄﾚｰﾘﾝｸﾞ･ｱｰﾑの損傷 ◇ ○ ○ ① ① ①

ﾄﾚｰﾘﾝｸﾞ･ｱｰﾑ取付ﾎﾞﾙﾄの緩み ○ ① ① ①

★ ★ ① ① ①

＊○ ① ① ① ＊納入後及び交換後1月

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ･ﾊﾞﾙﾌﾞの機能 ● ① ① ①

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ･ﾊﾞﾙﾌﾞのﾛｯﾄﾞ
取付部の損傷

○ ○ ① ① ①

ﾌﾟﾛﾃｸｼｮﾝ･ﾊﾞﾙﾌﾞの機能 ○ ① ① ①

ﾊｲﾄ･ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ﾊﾞﾙﾌﾞの機能 ○ ① ① ①

油漏れ及び損傷 ● ● ① ① ①

○ ① ① ①

＊○ ① ① ① ＊納入後及び交換後1月

連結部のがた及び損傷 ○ ① ① ①

○ ○ ① ① ①

＊○ ① ① ① ＊納入後及び交換後1月

液量 ○ ① ① ①

ﾀｰﾐﾅﾙ部の接続状態 ○ ○ ① ① ①

電気配線 接続部の緩み及び損傷 ○ ● ● ① ① ①

灯火装置
及び方向指示器

点灯または点滅具合、汚れ
及び損傷

● ① ① ① 連結状態

ｴｱ･ﾀﾝｸの凝水 ● ● ● ① ① ① 連結状態

緩み及び損傷 ● ● ① ① ①

ｶｳﾝﾀ･ｳｪｲﾄ取付ﾎﾞﾙﾄの緩み
及び損傷

○ ○ ① ① ① 取付車のみ

ｶﾌﾟﾗの機能及び損傷 ● ① ① 取付車のみ

ｷﾝｸﾞ･ﾋﾟﾝ及びﾙﾈｯﾄ･ｱｲの
摩耗、亀裂及び損傷

○ ○ ● ① ① ①

当該箇所の異状 ● ① ① ①

作動状態 ○ ○ ○ ① ① ①

内外筒の損傷 ○ ○ ① ① ①

取付部の緩み及び損傷 ○ ① ① ①

回転部及び摺動部の摩耗 ○ ① ① ①

作動状態 ○ ○ ① ① ①

亀裂、損傷及び変形 ○ ○ ① ① ①

○ ○ ① ① ①

＊○ ① ① ① ＊納入後及び交換後1月

作動状態 ○ ○ ① ① ①

配管のｴｱ漏れ及び油漏れ ○ ○ ① ① ①

注）1．①：取扱説明書　②：ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾉｰﾄ（整備要領書）を示す。

注）2．―：既届出済点検整備方式に対する変更箇所を示す。

取付車のみ

1
2
月
ご
と

ﾌﾙ･ﾄﾚｰﾗのみ
連結状態

ﾌﾙ･ﾄﾚｰﾗのみ
連結状態

取付ﾎﾞﾙﾄの緩み

ｴｱ･ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ

ド

ー
リ
・
ド
ロ

ー
バ

車枠及び車体

運行中の異状箇所

ﾀｰﾝ･ﾃｰﾌﾞﾙ

ｱﾝﾁ･ｼﾞｬｯｸ･ﾅｲﾌ装置

ｴｱ･ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ車のみ
連結状態

電
気
装
置

ﾌﾞﾗｹｯﾄ取付部の緩み
及び損傷

1
月
ご
と

ｴｱ･ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ車のみ
連結状態

連結装置

補助脚

3
月
ご
と

日
常
点
検

点検時期

ｼｮｯｸ･ｱﾌﾞｿｰﾊﾞ
取付ﾎﾞﾙﾄの緩み

点　検　内　容

取付車のみ

ﾊﾞｯﾃﾘ

ｳｫｰｷﾝｸﾞ･ﾋﾞｰﾑ･
ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ

取付車のみ

判
定
基
準

被牽引自動車

ｳｫｰｷﾝｸﾞ･ﾋﾞｰﾑ･
ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ車のみ

整
備
の
実
施
方
法

備　　考

周知方法

点
検
の
実
施
方
法

ｴｱ･ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ

点　検　箇　所

点　　検　　項　　目

緩
　
　
　
衝
　
　
　
装
　
　
　
置

取付部及び連結部の緩み
並びに損傷
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様式2（被牽引自動車用）　

ﾃﾞｨｽｸ･ﾌﾟﾚｰﾄの汚れ ○ ○ ① ① ①

ｵｲﾙ･ﾘｻﾞｰﾊﾞ･ﾀﾝｸの液量 ○ ○ ① ① ①

ﾌﾞｰｽﾀの機能 ○ ① ① ①

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾗｲﾆﾝｸﾞの摩耗 ○ ○ ① ① ①

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾍｯﾄﾞの機能 ○ ① ① ①

作動状態 ○ ○ ① ① ①

ﾌﾚｰﾑの亀裂、損傷及び変形 ○ ○ ① ① ①

ﾄﾞﾛｰﾊﾞ･ﾋﾟﾝ･ﾅｯﾄの緩み ○ ① ① ①

ﾄﾞﾛｰﾊﾞ･ﾋﾟﾝ･ﾌﾞｯｼｭの摩耗 ○ ○ ① ① ①

作動状態 ○ ○ ① ① ①

ｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞの損傷 ○ ○ ① ① ①

取付状態 ○ ① ① ① 取付車のみ

ｴｱ漏れ ◇ ○ ○ ① ① ①

ｱｰﾑ･ｺﾞﾑ･ｸｯｼｮﾝの摩耗 ○ ○ ① ① ① 車軸自動昇降装置

ﾍﾞﾛｰｽﾞまたはﾁｬﾝﾊﾞの損傷 ◇ ○ ○ ① ① ① 取付車のみ

○ ○ ① ① ①

＊○ ① ① ① ＊納入後及び交換後1月

ｼｬｼ各部の給油脂状態 ◇ ● ● ① ① ①

長期使用過程車の劣化
及び損傷

① ① ①

「長期使用過程車の劣化及び損傷」についての点検整備項目

　◇、△、◇△及び□：ﾒｰｶｰ指定項目

◇印：ｼﾋﾞｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ項目（6頁中2頁参照）

△印：使用開始から5年以上経過した被牽引自動車の場合に点検する項目を示す。

◇△印：ｼﾋﾞｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ項目に該当する使用開始から5年以上経過した被牽引自動車の場合に点検する項目を示す。

□印：使用開始から10年以上経過した被牽引自動車の場合に点検する項目を示す。

ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙの亀裂及び損傷 △ ① ① ①

ｽﾋﾟﾝﾄﾞﾙの摩耗
◇△
又は
□

① ① ①

ﾎｲｰﾙ･ﾅｯﾄ
及びﾎｲｰﾙ･ﾎﾞﾙﾄの損傷

△ ① ① ①
車両総重量8ﾄﾝ以上の
被牽引自動車のみ

ﾊﾌﾞの亀裂、損傷及び変形 △ ① ① ①

ﾊﾌﾞの摩耗
◇△
又は
□

① ① ①

車枠及び車体 錆腐食状態 □ ① ① ①

注）1．①：取扱説明書　②：ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾉｰﾄ（整備要領書）を示す。

注）2．―：既届出済点検整備方式に対する変更箇所を示す。

点検時期 周知方法

備　　考

被牽引自動車 点

検

の

実

施

方

法

被牽引自動車

点　検　内　容

判
定
基
準

整

備

の

実

施

方

法

3
月
ご
と

1
2
月
ご
と

1
月
ご
と

点　検　内　容

日
常
点
検

取付部及び連結部の緩み
並びに損傷

ド

ー
リ
・
ド
ロ

ー
バ

ｽﾍﾟｱ･ﾀｲﾔ

点　　検　　項　　目

日
常
点
検

その他

車軸自動昇降装置

点　検　箇　所

3
月
ご
と

1
2
月
ご
と

1
月
ご
と

点検時期

ﾄﾞﾛｰﾊﾞ･ｻﾎﾟｰﾄ

点　検　箇　所

ｱｸｽﾙ

ﾎｲｰﾙ

ｱﾝﾁ･ｼﾞｬｯｸ･ﾅｲﾌ装置

ﾄﾞﾛｰﾊﾞ

点　　検　　項　　目

ﾌﾙ･ﾄﾚｰﾗのみ
連結状態

周知方法

整
備
の
実
施
方
法

備　　考

点
検
の
実
施
方
法

判
定
基
準

下表
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様式3（被牽引自動車用）

交換時期

年ごと交換

単位：年

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾁｬﾝﾊﾞのﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ及びｺﾞﾑ部品 2 ① ②

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾁｬﾝﾊﾞのｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ･ﾁｬﾝﾊﾞ部 3 ① ② 非分解型のみ

ﾌﾞﾚｰｷ･ﾎｰｽ 2 ① ②

ｴｱ･ﾌﾞﾚｰｷ･ﾎｰｽ･ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞのﾊﾟｯｷﾝ類 1 ① ②

ﾘﾚｰ･ｴﾏｰｼﾞｪﾝｼ･ﾊﾞﾙﾌﾞのｺﾞﾑ部品 1 ① ②

ﾌﾞﾚｰｷ用機器のｺﾞﾑ部品及びﾊﾟｯｷﾝ類 1 ① ②

ｵｰﾄﾏﾁｯｸ･ｽﾗｯｸ･ｱｼﾞｬｽﾀ 3 ① ② ｼﾋﾞｱｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ車のみ

ABS/EBSｺﾝﾄﾛｰﾙ･ﾊﾞﾙﾌﾞ 5 ② ②

ﾊｲﾄ･ｾﾝｻ 5 ① ② 取付車のみ

ｸｨｯｸ･ﾘﾘｰｽ･ﾊﾞﾙﾌﾞ 5 ① ② 取付車のみ

ﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾁｪｯｸ･ﾊﾞﾙﾌﾞ 5 ① ② 取付車のみ

ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ･ﾌﾞﾚｰｷ･ﾊﾞﾙﾌﾞ 5 ① ② 取付車のみ

ﾌﾟﾚｯｼｬ･ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ﾊﾞﾙﾌﾞ 5 ① ② 取付車のみ

ﾌﾟﾛﾃｸｼｮﾝ･ﾊﾞﾙﾌﾞ 5 ① ② 取付車のみ

ﾌﾞﾚｰｷ･ｼｭｰのﾘﾀｰﾝ･ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ 1 ① ②

ﾎｲｰﾙ･ﾊﾌﾞ･ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞのｵｲﾙ･ｼｰﾙ 1 ① ②

ﾊﾌﾞ･ｷｬｯﾌﾟ･ｼｰﾙ 1 ① ②

ﾎｲｰﾙ･ﾊﾌﾞ･ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞのｸﾞﾘｰｽ 1 ① ②

ｵｲﾙ・ｼｰﾙ付きｽﾗｽﾄ・ﾜｯｼｬ 5 ① ② 該当車軸のみ

ﾘｰﾌ･ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ車のｴｺﾗｲｻﾞのｺﾞﾑ
及びﾒﾀﾙ･ﾌﾞｯｼｭ

2 ① ②

ﾘｰﾌ･ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ車のﾗｼﾞｱｽ･ﾛｯﾄﾞ
のｺﾞﾑ･ﾌﾞｯｼｭ

2 ① ②

ｴｱ･ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ車のﾍﾞﾛｰｽﾞ 3 ① ②

ｴｱ･ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ車のｱｰﾑのｺﾞﾑ･ﾌﾞｯｼｭ 2 ① ②

ﾊｲﾄ･ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ﾊﾞﾙﾌﾞ 5 ① ②

ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ･ﾊﾞﾙﾌﾞ 3 ① ②

ｳｫｰｷﾝｸﾞ･ﾋﾞｰﾑ･ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ車のｺﾞﾑ
及びﾒﾀﾙ･ﾌﾞｯｼｭ

2 ① ②
ｳｫｰｷﾝｸﾞ･ﾋﾞｰﾑ･ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ車
のみ

ｼｮｯｸ･ｱﾌﾞｿｰﾊﾞ 3 ① ② 取付車のみ

1 ① ② ﾌﾙ･ﾄﾚｰﾗのみ

ﾘﾌﾄ･ｱｸｽﾙ･ｺﾝﾄﾛｰﾙ･ﾊﾞﾙﾌﾞ 5 ① ②

ｴｱ･ﾎｰｽ 2 ① ②

ﾍﾞﾛｰｽﾞ 3 ① ②

ｴｱ･ﾁｬﾝﾊﾞのﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ及びｺﾞﾑ部品 2 ① ②

ﾁｬｰｼﾞﾝｸﾞ･ﾊﾞﾙﾌﾞ 5 ① ②

ﾘﾐｯﾃｨﾝｸﾞ･ﾊﾞﾙﾌﾞ 5 ① ②

注）1．①：取扱説明書　②：ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾉｰﾄ（整備要領書）を示す。

注）2．―：既届出済点検整備方式に対する変更箇所を示す。

ｱﾝﾁ･ｼﾞｬｯｸ･ﾅｲﾌ装置のﾌﾞﾚｰｷ液

車
軸
自
動
昇
降
装
置

取付車のみ

緩
　
　
　
衝
　
　
　
装
　
　
　
置

周知方法

ﾘｰﾌ･ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ車のみ

ｴｱ･ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ車のみ

制
　
　
　
　
動
　
　
　
　
装
　
　
　
　
置

定期交換部品項目

走
　
行
　
装
　
置

交換時期 交換方法
備　　考


